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青少年問題協議会 

〇
 

町ぐるみで 子どもの 

健全育成をはかりましよう 

バイクの無免許運転はさせません〇 

夜間の外出や夜あそびはさせません 

子どもだけの外泊はさせませんし 

ノ
 

》 

子
ど
も
た
ち
に
冬
休
み
が
 

＼
や
っ
て
来
ま
し
た
。
 

」 

青
少
年
問
題
協
議
会
と
し
 

「
て
、
街
頭
補
導
を
行
い
、
シ
 

「 
ン
ナ
ー
な
ど
吸
い
そ
う
な
場
 

ザノ 

と
を
す
る
青
少
年
を
つ
く
ら
）
 

な
い
、
み
の
が
さ
な
い
運
動
『
 

を
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
＼
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

＼ 

特
に
、
冬
休
み
中
は
上
記
一
 

冬
 
休
 
み
 
の
 

非

行

防

止

 の

重

点

 

所
の
巡
視
や
バ
イ
ク
の
無
免
 

三
点
を
重
点
目
標
に
か
か
げ
）
 

許
運
転
（
無
暴
運
転
）
な
ど
 

ま
し
た
の
で
、
全
家
庭
で
徹
｝
 

の
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

底
し
、
明
る
い
健
全
な
方
城
（
 

そ
こ
で
、
町
民
の
方
々
に
 

の
子
ど
も
た
ち
に
育
て
ま
し
〈
 

）
町
ぐ
る
み
で
こ
の
よ
う
な
こ
 

よ
う
。
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Iー家庭や町民の協力でーーーー I 

I一 ーーーーーー非行の防止をー 

少
年
の
非
行
は
、
こ
こ
数
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

方
城
町
に
お
い
て
は
青
少
年
問
題
協
議
会
を
中
心
に
 

非
行
防
止
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
ノ
、
減
少
 

し
そ
う
に
も
有
り
ま
せ
ん
故
に
町
民
一
人
一
人
の
御
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

最
近
の
非
行
は
、
シ
ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
等
の
乱
用
 

喫
煙
、
バ
イ
ク
等
暴
走
行
為
、
窃
盗
等
が
特
に
増
え
 

て
い
ま
す
。
し
か
も
年
令
は
低
年
化
し
て
い
ま
す
。
 

私
達
補
導
員
は
各
学
校
並
び
に
関
係
機
関
と
連
絡
 

を
取
り
巡
回
補
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

家
庭
に
お
い
て
は
子
供
の
服
装
、
言
葉
づ
か
い
、
 

態
度
等
に
充
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
愛
情
を
持
 

っ
て
子
供
と
の
対
話
を
行
い
、
未
然
に
非
行
防
止
に
 

つ
と
め
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

（
少
年
補
導
員
方
城
支
部
長
 
手
島
秋
信
）
 

》つ 
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非行の徴候、 
こんな時には要注意 

／顔は薄化粧 

つけまつげ、アイシャドウ 

口紅の代りにシャインリップ 

眉毛は剃って細く書く 
、 ノ 

ピアスを髪でかくす 

ネックレス 

自分で長く作り変える 

ビニール色テープ 

スズ（鈴）やキーホルダー 

中身は化粧品等 

非行は病気と同じように、必ず徴候があるもので支 

●必要以上に服装を気にしたり、着方が普通でなくなる。 

●言葉使いが乱暴になり、うそを多くつくようになる。 

●金銭を強くねだったり、金使いが荒くなる。 

●無断で外泊したり、夜遊びが多くなる。 

●学校や職場を理由もなく休むようになる。 

ノくーマをかけ 

染めている 

メッシュ染 

（部分染） 

腕にはブレスレット 

指輪 

ツメをとがらせて 

マニキュア 

ピンクまたは白ソックス 

（スカートのすそとすれすれ） 

青白くそりを入れる 

ネックレス 

上着は 

ゆっくりじ（ 

丈が長い 

ホック 

テープ 

自分で長〈作り変える 

中味がなくつぶれている 

アフロヘア 

ピアス 

高いェリ 

2つめの 

ボタンまではずす 

内ポケットに 

タバコやライター 

指輪 

（ケン力用） 

また上が長い 

バンドは細目で 

下の方 

ズボンは 

ストレート 

黒の高級皮靴 

（スリップ・オン） 
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顧
 

図
 

瞬
 
冬
休
み
を
楽
し
く
す
ご
す
た
め
に
 
離
 

競
 

図
 

図
麟
願
願
騒
選
駁
騒
願
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適
願
願
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弁

城

小

学

校

・

伊

方

小

学

校

・

方

城

中

学

校

 

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
 

冬
休
み
に
な
り
ま
し
た
 

短
い
期
間
で
す
が
学
校
で
話
し
合
っ
 

た
こ
と
が
ら
を
守
っ
て
有
意
義
な
冬
休
 

み
に
し
ま
し
よ
う
。
 

一

 

学
 
習一 

＠
自
分
の
計
画
に
従
い
毎
日
実
行
す
 

る。 ・
中
学
生
は
午
前
中
を
学
習
時
間
 

に
し
よ
一
。
 

＠
家
庭
で
で
き
る
お
手
伝
を
き
め
て
 

し
よ
う
、
 

⑨
五
時
以
降
の
外
出
は
し
な
い
。
 

⑨
外
出
の
と
き
は
名
札
を
つ
け
る
 

・
中
学
生
は
制
服
・
制
帽
を
原
則
 

と
し
て
中
学
生
ら
し
い
服
装
を
 

す
る
こ
と
。
 

⑨
友
人
宅
の
外
泊
は
絶
対
し
な
い
 

＠
子
ど
も
だ
け
で
町
外
に
は
い
か
な
 

い。 ・
映
画
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
は
子
 

ど
も
だ
け
で
は
絶
対
い
か
な
 

い。 

一

 

交
通
事
故
防
止
一
 

。
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
し
な
い
 

⑨
自
転
車
の
遠
乗
り
は
子
ど
も
だ
け
 

で
は
し
な
い
。
 

＠
無
免
許
運
転
は
し
な
い
。
 

健
康
・
衛
生
 

＠
か
ら
だ
の
悪
い
と
こ
ろ
は
治
療
し
 

よ
う
。
 

高

等

学

校

 

冬
休
み
は
年
末
年
始
の
忙
が
し
い
時
 

期
で
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
、
社
会
生
活
 

を
通
じ
て
個
性
を
伸
ば
す
時
期
で
す
。
 

従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
 

有
意
義
な
冬
休
み
に
す
る
よ
う
心
が
け
 

ま
し
よ
う
．
 

1
学
習
面
 ．

学
期
不
振
で
あ
っ
た
も
の
の
 

原
因
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
改
め
る
よ
 

・
っ
に
し
ま
し
よ
・
っ
。
 

2
生
活
面
 

高
校
生
ら
し
い
服
装
、
髪
型
で
校
規
 

を
守
り
有
意
義
な
冬
休
み
を
過
し
ま
し
 

よ
う
。
 

囲
飲
酒
、
喫
煙
、
シ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
 

年
末
年
始
な
ど
の
集
会
、
同
窓
会
な
ど
 

機
会
が
多
い
が
飲
酒
、
喫
煙
の
悪
習
慣
 

に
そ
ま
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
よ
う
。
 

ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
は
絶
対
に
し
な
 

い
こ
と
 

回
男
女
交
際
に
つ
い
て
 

不
純
異
性
交
遊
に
お
ち
い
る
こ
と
な
く
 

「
明
る
く
正
し
い
。
」
交
際
を
す
る
よ
 

・っに 
凶
旅
行
 
外
出
に
つ
い
て
 

無
断
外
泊
、
深
夜
外
出
は
絶
対
し
な
い
 

休
暇
中
の
旅
行
等
宿
泊
を
伴
う
場
合
は
 

父
兄
連
署
を
も
っ
て
学
校
に
届
け
出
る
 

目
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
 

バ
ィ
ト
先
の
承
諾
書
を
添
え
、
父
兄
 

連
署
を
も
っ
て
学
校
に
届
け
出
る
こ
と
 

危
険
性
の
あ
る
ア
ル
バ
ィ
ト
は
禁
止
 

常
に
安
全
作
業
に
留
意
し
、
思
わ
ぬ
災
 

害
や
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
 

よ・つ。 

困
交
通
事
故
、
交
通
違
反
に
つ
い
て
 

事
故
に
は
特
に
気
を
つ
け
、
ス
ピ
ー
ド
 

違
反
、
無
免
許
運
転
に
は
注
意
し
て
絶
 

対
に
し
な
い
。
 

ー
非
行
を
見
つ
け
た
ら
こ
こ
に
連
絡
を
 

方
城
派
出
所
 

②
 

一
二
三
三
 

金
田
派
出
所
 

②
 
O

一
一
〇
 

方
城
町
中
央
公
民
館
 
②
四
三
〇
〇
代
 

方
城
中
学
校
 

②
 
〇
二
三
七
 

伊
方
小
学
校
 

②
 
〇
一
二
七
 

弁
城
小
学
校
 

②
 
〇
一
二
九
 

稲
富
 

明
 
迫
 

②
 
〇
ニ
ヒ
五
 

山
崎
光
雄
 
中
古
門
 
②
 
〇
九
八
五
 

田
中
光
男
 

久
六
 

②
 
〇
八
一
四
 

桑
野
光
夫
 
後
谷
 

②
 
〇
八
六
八
 

原
田
文
義
 
丸
山
 

②
 

二
四
八
一
 

大
庭
達
城
 
迫
 

②
 
〇
六
三
七
 

楠
木
温
理
 
湯
場
通
り
②
 
〇
七
二
六
 

渡
辺
 

翠
 
東
区
 

②
 

一
八
六
五
 

井
上
一
夫
 
矢
久
保
 
②
 
三
ニ
五
一
一
 

葛
原
 
高
 
浄
万
寺
 
②
 
三
〇
七
一
 

＝二非行・交通事故防止に＝二 

活動の輪をひろげる婦人会 

犬
山
末
男
 

四
古
門
 

山
崎
菊
一
 

中
古
門
 

富
永
武
元
 
大
星
 

永
岡
清
正
 
山
ノ
手
 

手
島
直
倫
 
新
町
 

福
高
也
男
 
東
古
門
 

手
島
秋
信
 
八
幡
町
 

中
村
良
一
 

久
六
 

葛
原
ハ
ツ
子
浄
万
寺
 

古
賀
邦
明
 
職
員
区
 

伊
野
久
登
 
後
谷
 

春
月
律
治
 
兄
六
 

香
月
輝
一
 

宝
珠
 

財
津
政
義
 
後
谷
 

泉
雄
八
郎
 
前
村
 

婦
人
会
員
の
皆
さ
ん
 

昨
年
は
沢
山
な
シ
ー
ル
 

券
を
集
め
て
下
さ
っ
て
 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た
。
商
工
会
の
長
副
さ
 

ん
に
お
願
い
し
て
お
金
 

に
変
え
て
い
た
g

き
ま
 

し
た
。
使
途
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

五
万
円
を
交
通
安
全
協
 

会
に
手
島
秋
信
さ
ん
、
 

谷
口
弘
さ
ん
の
お
陰
で
 

学
校
、
保
育
園
に
近
い
 

道
に
「
止
れ
見
よ
」
と
 

「
足
型
」
を
二
十
ケ
所
 

程
は
っ
て
頂
き
感
謝
を
 

し
て
い
ま
す
。
子
供
達
 

を
テ
レ
ビ
公
害
か
ら
守
 

り
読
書
運
動
を
進
め
よ
 

う
と
の
母
親
の
願
い
と
 

し
て
中
学
校
m
保
育
園
 

⑧
小
学
校
②
図
書
代
と
 

②②②②②②②②②②②②②②② 

一
四
三
一
 

四
三
七
三
 

〇
三
七
一
一
 

〇
四
六
一
一
 

〇
五
五
四
 

〇
一
一
七
七
 

〇
〇
四
一
 

一
一
四
一
一
三
 

1
1
一
〇
七
一
一
 

〇
七
一
一
〇
 

〇
七
ニ
一
 

〇
七
三
四
 

一
三
二
六
 

〇
七
一
一
〇
 

〇
八
三
o
 

し
て
公
民
館
長
さ
ん
を
通
じ
て
八
万
円
 

を
寄
付
さ
せ
て
頂
き
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
 

頂
い
て
い
ま
す
。
私
達
会
員
で
何
か
を
 

行
動
に
移
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
働
く
 

婦
人
が
多
く
な
り
な
か
な
か
実
行
が
出
 

来
か
ね
て
い
ま
す
が
、
支
部
長
さ
ん
方
 

は
お
忙
が
し
い
中
を
毎
月
公
民
舘
に
集
 

ま
っ
て
青
少
年
の
不
良
化
防
止
に
つ
い
 

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
支
部
員
全
部
 

手
を
取
り
合
っ
て
自
分
達
で
シ
ー
ル
券
 

を
今
年
も
集
め
て
い
ま
す
。
御
協
力
有
 

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
数
多
く
集
ま
り
つ
 

、
あ
り
ま
す
。
婦
人
会
の
出
来
て
な
い
 

地
区
の
方
は
常
会
が
あ
り
ま
す
な
れ
ば
 

婦
人
会
を
お
作
り
ド
さ
っ
て
、
本
当
に
 

目
立
た
な
い
運
動
で
す
が
手
を
取
り
合
 

っ
て
連
帯
の
わ
を
広
め
な
が
ら
私
達
の
 

住
む
地
区
を
明
る
く
し
て
い
こ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
お
願
い
し
ま
す
。
御
礼
 

と
御
協
力
を
合
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
婦
人
会
会
長
 
葛
原
ハ
ッ
子
）
 


